
 

 

 

 

 
2022 年 10 月 25 日 
京 都 女 子 大 学 
西日本旅客鉄道株式会社 

 

京都女子大学データサイエンス学部開設・女性活躍推進に向けた 
西日本旅客鉄道株式会社との連携協定の締結 

 

京都女子大学（京都市東山区、学長：竹安栄子）は、2023年春に女子大初のデータサイエンス学部を開

設します。本学部開設を契機に、データサイエンスのスキルをもって様々な課題解決の意思決定に参画できる女性

を育成し、社会課題の解決を目指します。 

また、西日本旅客鉄道株式会社（本社：大阪市北区、社長：長谷川一明、以下「JR西日本」）は、鉄道

事業の課題解決を核として培ったデータソリューションに関する技術やノウハウを活かし、オープンイノベーションとして

様々な関係者と連携することで、社会課題解決を目指しています。「女性活躍および次世代育成に関する行動

計画」も策定しており、データサイエンス関連分野においても、様々な女性が活躍しています。 

今回両者は、社会課題解決に資する女性の育成に向け、データサイエンス教育の分野における連携協定を締

結し、「ジェンダー平等の実現」および「社会課題の解決」に貢献することを目指します。 

 

【連携の目的】 

 データサイエンスのスキルをもって社会課題解決に資する女性の育成を通じ、「ジェンダー平等の実現」および「社

会課題の解決」に貢献すること 

 

【連携内容】 

（１）データサイエンス教育・研究、オープンイノベーションに関すること 

（２）人材の育成に関すること 

（３）地域の課題解決に関すること 

（４）その他両者が協議して必要と認める事項 

 

【協定期間】 

 2022年 10月 25日より発効し、 

 2023年 3月 31日まで。 

 ※注釈 以後、１年毎に自動更新を行います。 

 

【協定に基づく主な取り組み（案）】 

（１）京都女子大学データサイエンス学部開設に向けた教育プログラムや教材の検討・導入の実施 

（２）データサイエンス関連分野で活躍する JR西日本女性社員によるキャリア教育 

（３）JR西日本エリアの課題事例に基づいた、地域課題解決型学習プログラムの提供 

 

 



【協定締結の背景】 

JR西日本は、地域共生企業として、鉄道事業の課題解決を核として培った技術やノウハウを活かし、オープンイ

ノベーションとして様々な関係者と連携することで、新たな価値創造や社会課題解決への挑戦を進めています。JR

西日本のデータサイエンティストが開発したソリューションを、女子大の防犯等に活かせないか、オープンイノベーション

に従事する女性社員の提案により京都女子大学を訪問したことがきっかけで、イノベーション本部と京都女子大学

の繋がりができました。 

京都女子大学は 2023年 4月にデータサイエンス学部の開設を予定しており、これを機にデータサイエンス分野

で、相互に連携・協力していく事について、京都女子大学から JR西日本への提案がありました。 

京都女子大学が目指す「ジェンダー平等の実現」や「女性活躍の推進による社会の持続的発展への貢献」とい

った姿を、JR西日本は「社会課題」と捉えています。 

2023 年のデータサイエンス学部開設を契機とし、データサイエンスのスキルをもって、社会課題の解決に貢献で

きる女性の育成に関し連携し、地域・社会の活性化や、持続的発展への貢献を目指します。 

 

【京都女子大学の概要】 

所在地 京都府京都市東山区今熊野北日吉町 35 

代表者 学長 竹安 栄子 

設立 1920年 

学部 文学部、発達教育学部、家政学部、現代社会学部、法学部、データサイエンス学部 

学生数 学部 5,950人、大学院 62人 

企業 URL https://www.kyoto-wu.ac.jp/ 

 

【JR西日本の概要】 

所在地 大阪府大阪市北区芝田二丁目４番 24号 

代表者 代表取締役社長兼執行役員 長谷川一明 

設立 1987年４月 

主な事業内容 ・運輸業 

・流通業 

・不動産業 

・その他 

企業 URL https://www.westjr.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のご案内の取り組みは、SDGｓの 17 のゴールのうち、特に 4 番、5 番、8 番、9 番、10 番、11 番、

17番に貢献するものと考えています。 

https://www.kyoto-wu.ac.jp/
https://www.westjr.co.jp/

